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ＪＲ東海労新幹線地本 

7月 16日目黒さつきビルにおいて、第 27回定期大会を開催しました。コロナ禍で

感染防止に細心の注意をはらい代議員のみ参加、短時間での開催となりました。 

議長には長浜保代議員（車両所分会）

を選出。挨拶に立った杉澤委員長は「コ

ロナ感染拡大が続いている。このまま推

移すれば会社は赤字に転落するのは明

らか。リニア建設は中止をすべき。冬の

ボーナスを含む賃金削減・要員削減許さ

ず関連会社労働者と連帯して闘おう。地

本・分会が一体となって闘うための体制

をつくるために分会の委員長も地本執

行体制に加わっていただく。ＪＲ東海労の未来を切り拓くために今を全力で闘おう」

と提起しました。 

質疑では代議員 5名から発言を受けて、伊藤書記長から「診断書強要中労委・年休

裁判・水野裁判勝利に向けて闘おう。ＳＭＴと

の団体交渉で、働いている労働者の生の声をぶ

つけよう。今後の地本・分会の組織のあり方に

ついて、5年 10年の組織展望を切り拓くために

議論を深めよう」と総括答弁を行いました。 

新たに選出された新執行体制は右記の通りで

す。よろしくお願いいたします。 

分会選出の副委員長は、各分会大会で選出さ

れた委員長となります。退任された木藤執行委

員、剱持執行委員、安久沢執行委員におかれま

しては長い間大変お疲れ様でした。 


